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Confidence- and Security- Building Measures in the OSCE
:the mechanism and an assessment
佐渡　紀子*
SADO Nonko*
It has been recognised that Confidence- and Security- Building Measures (CSBMs) are use-
ful for the international security. This article examines CSBMs mechanism in the OSCE
The evolution of CSBMs mechanism is explained by dividing it into two phases; (1) the
increase in CSBMs activities and; (2)the improvement of each measure. This article also
clarifies three functions of CSBMs and the implementation record.
It becomes clear through this approach that CSBMs have appropriately functioned and that
the evolution, per se, has indicated the process of "confidence building" among participating
states.
キーワード: OSCE, CSBM, CBM,信頼譲成措置,国際安全保障,










































トロ-」とは何か-国際法上の分析概念としての有用性批判-(二)」 『法学論叢』、 117巻6号、 1985年9月、 8-15亘、
Michael Bothe, "Legal and Non-Legal Norms -A Meaningful Distinction in International Relations?", Netherlands Year
Book of International Law, vol.1 1, 1980, pp.85-95.参照0
6)事前通告と検証措置に注目した研究の例として、植田隆子「欧州l安全保障協力会議における信頼譲成措置の発達-視察・













渉を始め、 CSCEプロセスの最初の成果であ　　カフォーラム(Forum for Security and Coop
るヘルシンキ最終議定書が、 1975年8月　　　eration:FSC)が設置されるまでの約8年間12㌧
E=こ採択された9)。 cBMはこの最終議定書　　信頼醸成に関する交渉の場となった
の第1章第2節「信頼醸成措置および安全保　　　CDE(Conference on Confidence- and Secu一
















イタリアが提案した　Victor-Yves Ghebali, Confidence-building Measures within the CSCE Process: Paragraph-by-paragraph




9) Final Act of Helsinki, 1 August 1975.



































13) Concluding Document of Madrid, para.6.
14)マドリード・マンデートによって開催された、ストックホルムでのCDEの交渉について詳しくは、 John Freeman, Secu-
rity and the CSCE Process: The Stockholm Conference and Beyond, Macmillan, London, 1991, pp.90-1 19.参照。
15)賀在のCS】〕M通用範囲は、全欧州とその隣接海空域、そしてカザフスタン、キルギスタン、タジキスタン、トルクメニ
スタン、ウズベキスタンである。
16) Sverre Lodgaard, "A Critical Appraisal of CSBMs by Category", in United Nations, DISARMAMENT Topical Paper 7:
Confidence- and Securi砂　Building Measures: From Europe to Other Regions, United Nations, New York, 1991,pp.17-18.
17) Vienna Document 1990, 17 November 1990.
18) Vienna Document 1992, 4 March 1992.




















































































































27)軍事予算についての情報交換は、国連総会で採択された'Instrument for Standardized International Reporting of Military





































30) D. O. Stovall and M. R. Audritsh, "The Future Direction of On-site Inspections in Arms Control Through the Provi-
sions of Confidence- and Security- Building Measures", Arms Control, vol.13, no.3, December 1992, p.425.
31)危険な出来事の報告の促進はNATOの提案で、これはアメリカの査察員がソ連での査察の際に銃で脅されたという事
件が2件起きたことに起因するといわれる　Jane M. Sharp, "Conventional Arms Control in Europe", in SIPRI, SIPRI








































報告をもとに、 OSCE事務局より個別に提供された情報を追加したものである　SIPRI, SIPRJ Yearbook 1987,1988,













































































40) ESC Journal, no.70, Annex , ll May 1994.
41)ただし、 1988年に2年前通告義務に西ドイツが違反したとソ連とチェコが批判したケースがある。しかし西ドイツとア
メリカはその批判を拒否した。 Richard Fieldhouse and Axel Krohn, "Implementation of the Stockholm Document and
Calendar of Planned Notifiable Military Activities in 1989 and Forecast for 1990", in SIPRI, SIPRI Yearbook 1989, Ox-
ford University Press, New York, 1989, p.413.
42)なお1989年から1991年には予定されていた該当活動のうち各1件が中止されている。
43)これらについては技術的なものがその原因とされた　Zdzislaw Lachowski, "The Vienna Confidence- and Security- Build-




































FSC.DEC/3/96, 8 May 1996.
46)第1回は1991年11月11-13日、第2回は1992年11月9-11日、第3回は1993年5月4-5日、第4回は1994年4月12-14
日、第5回は1995年3月13-15日、第6回は1996年3月4-6a、第7回は1997年3月3-5aにそれぞれ開催された0第
8回は1998年は3月に予定されている.月SC Journal, no.180, 3-5 March.1997.
47) D. O. Stovall and M. R. Audritsh, op.cit, pp.426-427.
48) Wendy Silverman, "Talking 'Suffifiency'in the Hofburg Palace: The Second Seminar on Military Doctrine, Arms Control,
vol.21, no.10, December 1991, pp.14-17.




































50)軍事活動の意図と軍拡・武力行使の関係について詳しくは、 Sverre Lodgaard, "Threats to European Security: the Main
Elements", in Sverre Lodgaard and Kael Bimbaum eds., Overcoming Threats to Europe: A New Deal for Confidence and
Security, Oxford University Press, New York, 1987, pp.7-16.参照。

































52) Heather F, Hurlburt, "CSCE's FSC: Creating an Arms Control Negotiation for Post-Arms Control Europe", in Ane
Bloed ed., The Challenge of Changes: The Helsinki Summit of CSCE and its Aftermath, Martinus Hijhoff Publishers,
Dordrecht, 1994, p.49.
53) CSBMの査察制度は、ソ連が始めて現地査察原則を義務として受け入れた点が注目される　　Sverre Lodgaard, op.cit.,
p.23.
54)パルメ委員会は1982年の報告書の中で、軍事費の公開が信頼強化に貢献すると指摘している　　Palume Committee,



























56) Agreement on Con伝dence- and Security- Building Measures in Bosnia and Herzegovina. 1996年1月26日発効。この
合意はボスニア・ヘルツェゴビナ共和Egとその構成エンティティである、ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦、スルブスカ
共和国(セルビア人共和国)を当事者とする。
57)現在の欧州ではCSBMが重層的に取り組まれている。同じような指摘は、 Zdzislaw Lachowski, "Confidence- and Secu-











paragraph Analysis of the Helsinki and Stockholm Regime, UNID恥New York, 1989, pp.21-24.より作成|。 1987年以降につ
いてはSIPRI年鑑とOSCE事務局から提供された情報から作成した　SIPRl&PRI Yearbook 1987,1988,1989,1990,1991,1992,







文 書 ウ ィー ン文書 1990 ウィー ン文書 1992ウィー ン文書 1994




< 軍 隊に関 す る情 報> < 軍隊 に関す る情報 >< 軍隊 に関 す る情 報>
軍事組織、 兵 力 主要兵 軍 事組織、 兵力 主要 兵 軍事組織、 兵 力主 要兵
慕 .装備 シ ステ ム に関 慕 .装備 シ ス テ ム に関慕 .装 備 シ ス テ ム に 関
する情 報 す る情報 す る情報
く喜 要貢 器 .装 備 シ ス く壬 要 兵 器 .装 備 シ ス < 主 要兵 器 .装 備 シ ス
テムの配 備計 画> 翌年 テ ムの配 備 計画 > 翌 年テムの配 備計 画> 翌年
の配備 計画 の公開 の配備計画の公開 の配備計画 の公開
< 軍事予 算情 報> 承認 < 主要 兵 器 .装 備 シ ス < 主 要兵 器 .装 備 シ ス
後 2 ケ月以 内 テ ムのデ ー タ> 既存 のテムのデI 夕> 既 存 の
主要 兵器 .装 備 シス テ
ムの データの交換
< 防衛計画、情報交換>
主 要兵 器 .装 備 シ ステ
ムのデー タの交換
< 軍 事予 算情 報 > 承 認
後 2 ケ月以内 防衛政策 . ドク トリン、
軍事計画、 前年 度 の防
盤 重出1 次 年度 の防衛
予算
< 説明、再検討、対話>
提供 され た情報 につ き
2 ケ月以内 は質問可能
< 追加的情 報> 防衛 計
画に関す る情報 提供 の
堂塾
危機軽減
< 異常 な軍 事 活動 に関 < 異常 な軍事 活動 に関 < 異 常な軍 事活 動 に関
す る協議 と協 力> 異常 す る協議 と協 力> 異常 す る協 議 と協力 > 異 常
な活動 につ いて の二国 な活動 につ いて の二 国 な活 動 につ いての二 国
間 .全参 加 国 間 協 議 の 間 .全 参加 国 間協 議 の 問 .全参 加 国 間 協 議 の
m m 実施 実施
く 軍事的性 格 の危 険 な < 軍事的 性格 の危 険 な < 軍事 的性 格 の危 険な
事件 に関 す る協力 > 危 事件 に関 す る協 力> 危 事件 に関す る協 力> 危
険な事件 に際 して の情 険 な事件 に際 しての情 険な事 件 に際 して の情





の自発 的受 け入 れ> 自
発 的な招待 の実施
念を払拭す るための訪問
の自発的 受 け入 れ> 自
発的 な招待 の実施
交 流
< 空軍基地 へ の訪 問>< 空軍基地 へ の訪 問> < 空軍基 地 への訪 問>
空軍 基地 へ の招 待 、 5 空軍 基地 へ の招 待 、 5
年 に 1 回 を こえ ての実
空 軍基 地 へ の招 待 、 5
年 に 1 回を こえ て の実年 に 1 回 を こえて の実
施 義務 な し 施義務 な し 施義務 な し
く軍事 両交 流> 軍事 的< 軍事的交 流> 軍事 的 < 軍事 的交流 と協 力 の
交通旦堪墨 交流の促進
< 新 しい種類の主要兵器.
プログ ラム> 「軍 事 的
交流」「軍事的協力」
装備 システムのでデモ ン < 新 しい種類の主要兵器.
ス トレー シ ョ ン> 配 備 装備システムのでデモ ン
後最 も早 い機会 ス トレーシ ョン> 配 備




兵 力 2 万 5 兵 力 1 万 3兵 力 1 万 3 千 人 .戦 車 兵力 9 千人.戦車250 両 兵力9 千人 .戦車250 両
千 人 .21 日 亨l大.こ.戟.章300 両 上 陸/ パ ラ シュ ー ト急 上陸/ パ ラシ ュー ト急
以上南 球 面
上 陸 / パ ラ
上陸/ パ ラ シュー ト急襲演 習兵 力 3 千 人
航空機 出撃 200 回
42 日以上 前
輿/ ヘ リコプ ター上陸
襲演習兵 力 3 千 人
航空機 出撃 200 回
遠望 兵力 3 千人
航空機出撃 200 回シ ュ ー ト急




航 空 機 出 撃
迫撃砲、大砲 、 複数 ロ
ケツ ト発 射装 置 250 門
呈00 0






軍事演習へ 兵 力 1 万 7 兵力 1 万 7 千人 兵力 1 万 3 人 兵力 1 万 3 千人
の自発 的受 干天日日l‖上陸/ パラシュー ト急 上陸/ パ ラシュー ト急 上陸/ パ ラシュー ト急
!+ ¥ n 王1瞳/ パ ラ襲演習兵力5 千人 襲演習兵力 3500 人 輿/ ヘリコブタI 上陸









11 月15 日迄 11 月 15 日迄 11 月 15 日迄 11 月 15 日迄
次年度 の軍 次年度の軍事活動計画 次年度の軍事活動計画 次年度の軍事活動計画




兵力 4 万人 2 年前通知のない兵 力 2 年前通知のない兵力2 年前通知のない兵力




4 万人.戦車 900 両を超
える活動の禁止動 は 2 年前
通知 兵力 4 万人.戦車 900 兵力 4 万人 .戦 車 900
訂牢前 通知 両を超える活動 は2 年両を超え る活動は 2 年
のない兵力 生上垣皇ヱ に1 回まで
上記の基準以下で兵力7 万 5 千人 上記の基準以下で兵力
を超 える活 1 万 3 千人.戦車 300 両1 万 3 千人.戦車 300 両
動は禁止 を超える活動は 1 年 にを超える活動 は1 年に
牢蘭 許画 に 6 回まで(うち兵力 2 万6 回まで(うち兵力 2 万
含 まれない 5 千人.戦車400 両を超5 千人.戦車 400 両を超
兵力 4 万人 える活動は年に 3 回まえる活動 は年に 3 回ま




< 査察> 年< 査察> 年 3 回までの < 査察> 年 3 回までの < 査察> 年 3 回までの






受 け入 れ義 地上/ 空中査察
務 地図、カメラ、双眼鏡、
面上/ 空中 口述録音機、航空図、 口述録音機、航空図、 口述録音機、航空図、
査察 チャー ト、 ビデオカメ チャート、 ビデオカメ チャー ト、 ビデオカメ
蘭画、 カ メ ラ、夜間可視装置 ラ、夜間可視装置 ラ、夜間可視装置
複数国での査察
地図の提供
ラ、双眼鏡、< 評価訪問> 60 部隊 に 複数国での査察
口述録音機、つき1年 に 1 回の評価 < 評価訪問> 60 部隊に
と 昼窒国 訪問の受け入れ つき1 年に 1 回の評価 < 評価訪問> 60 部隊に
検 証 年 5 回まで受け入れ拒 訪問の受け入れ つ き1年 に 1 回の評価
否可 訪問対象の拡大 訪問の受け入れ
扉眼鏡、口述録音機 年 5 回まで受け入れ拒
否可
双眼鏡、口述録音機











ン.ネッ 外交チャネルを補完 外交チャネルを補完 外交チャネルを補完
トワーク C SB M 関連情報の伝達 C SB M 関連情報の伝達 C SB M 関連情報の伝達
年次履行 履行に関する疑問、説明 履行に関する疑問、説明 履行に関する疑問、説明
評価会議 壁上.回国堪 年 1回開催 年 1 回開催
